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開かれた学校運営の推進
http : //www.city.osaka.lg.jp/kyoiku/page/0000275268.html

令和 6年度「全国学力・学習状況調査」の結果について

令和 6年度「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果について
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■ 大阪市立学校活性化条例に基づき、学校協議会を全市立学校園に設置しています。
■ 保護者や地域住民などの皆様の声を学校運営に反映させるとともに、教育活動に参加していただくための

仕組みです。

学校協議会の主な役割

【基本的な役割】
（１）学校園の「運営に関する計画」の作成に当たり、校園長に意見を述べること
（２）「学校関係者評価」を実施すること
（３）学校園における教育活動を支援する取組に関すること
 ※教育活動の支援は、ＰＴＡ、はぐくみネットや学校元気アップ地域本部などと連携して取り組みます。

【必要に応じて実施する役割】
（４）指導が不適切な教員に対し校園長が講ずべき支援・措置について、校園長に意見を述べること
（５）（４）の校園長の支援・措置に不服があるときに、教育委員会に必要な措置を申し出ること
（６）校園長の求めに応じ、学校園の運営について、校園長に意見を述べること
 ※そのほか、教員評価の分布割合を、学校協議会に限り開示するよう求めることができます。

学校協議会の委員

● 学校協議会の委員は、次の方のうちから、校園長と区長の推薦により教育委員会が任命します。
　保護者、地域住民、学校の教育活動を支援する個人又は団体の構成員、関係学校園の教職員、学識経験者　等

※令和６年度住吉区学校協議会委員任命状況187人
　１校当たりの委員数は平均7.8人

■調査の目的 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況
を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに学校における児童
生徒への教育指導の充実や学習状況の改善に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、
教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

■調査の目的

■調査の対象 小学校・義務教育学校前期課程第６学年の全児童
中学校・義務教育学校後期課程第３学年の全生徒

■調査の対象 小学校第５学年
中学校第２学年

PTA、はぐくみネット、
学校元気アップ地域本部　など

《委員》

など

保護者
地域住民
はぐくみネットや学校元気アップ
地域本部のメンバー
関係学校園の校園長
学識経験者　　　　　　　

学校協議会は、保護者や地域住民などに
活動状況を情報発信し、その連携・協力を
促すよう努力

◇子供の体力・運動能力等の状況に鑑み、国が全国的な子供の体力・運動能力の状況を把握・
分析することにより、子供の体力・運動能力の向上に係る施策の成果と課題を検証し、その
改善を図る。

◇各教育委員会、各国公私立学校が全国的な状況との関係において自らの子供の体力・運動
能力の向上に係る施策の成果と課題を把握し、その改善を図るとともに、そのような取組を
通じて、子供の体力・運動能力の向上に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

◇各国公私立学校が各児童生徒の体力・運動能力や運動習慣、生活習慣、食習慣等を把握し、
学校における体育・健康等に関する指導などの改善に役立てる。
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